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「でも ぼく…」



本
展
は
毎
年
四
月
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市

で
行
わ
れ
る
「
児
童
書
専
門
見
本
市
」
の
中
で
開
催
さ
れ

る
、
絵
本
原
画
の
公
募
展
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
の
本
展
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
初
め
て
開

催
さ
れ
、
日
本
で
は
昭
和
五
十
三
年
に
初
め
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

五
枚
一
組
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
で
き
る
こ
と
か
ら
、

絵
本
作
家
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
の
登
竜
門
と
し
て

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
厳
選
さ
れ
た
作
品
群
は
芸

術
的
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
年
は
世
界
六
十
ケ
国
二
千
四
百
人
以
上
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
そ
の
中
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部

門
の
九
十
三
作
家
作
品
に
、
昨
年
か
ら
展
示
さ
れ
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
の
十
三
作
家
作
品
を
加
え
て
一
堂
に

2

込
み
が
で
て
き
て
お
り
、
日
本
で
の
四
会
場
巡
回
も
大
変

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
質
の
高
い
絵

本
原
画
を
、
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
機
会
は
そ
う
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
是
非
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

★
十
月
十
四
日
（
月
・
祝
）
午
後
二
時
よ
り
、
特
別
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
会
期
中
、
毎
年
恒
例
の
「
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や

「
子
ど
も
映
画
上
映
会
」
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
七
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
会
期
中
、
第
三
展
示
室
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
で
の
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
本
展
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

★
会
期
中
、
一
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー
や
第
三
展
示
室
に
お
い
て
、

出
品
作
家
の
絵
本
や
「
未
来
に
残
す
絵
本
一
〇
〇
冊
」
に
選

ば
れ
た
絵
本
な
ど
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
か
わ
い
い
絵
ハ
ガ
キ
十
六
種
類
や
図
録
の
他
、
一
部
絵
本
も

販
売
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！
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「
2002
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

九
月
二
十
八
日(

土)

〜
十
月
二
十
七
日(

日)

[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

展
覧
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
特
別
展
示
で
は
、
昨

年
の
Ｂ
Ｉ
Ｂ
（
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
）

に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ト
ゥ

ー
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
、
図
録
表
紙
書
き
下
ろ
し
な
ど
三
十

六
点
も
紹
介
し
ま
す
。

今
年
も
国
内
四
会
場
を
巡
回
し
ま
す
が
、
日
本
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
へ
の
影
響
も
年
々
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
日
本
人
の
入
選
者
は
過
去
最
多
の
十
八
人
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
絵
本
原
画
展
の
人
気
が
急
騰
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
各
国
か
ら
展
覧
会
の
申
し

エリック・バトゥー
（フランス）

平
成
十
四
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）
〜

十
二
月
二
十
二
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
いマルティナ・マトゥロヴィチョヴァー

（スロヴァキア）
アレクサンドル・ミフヌーシェフ

（ウクライナ）

マリアグラーツィア・オルランディーニ
（イタリア）

◇
観
　
覧
　
料

大
高
生

一
　
般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個
　
人

団
　
体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。



公
募
し
た
市
民
の
力
作
か
ら
厳
選
さ
れ
た
六
部
門
（
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
）
の
入
選
・
入

賞
作
品
と
、
審
査
員
・
無
鑑
査
作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
市
文
化
協
会

共
　
催

七
尾
市
・
七
尾
市
教
育
委
員
会
・

財
団
法
人
七
尾
美
術
館

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

七
尾
市
文
化
協
会
事
務
局

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
五
九
六

第
四
十
九
回
七
尾
市
美
術
展
覧
会

十
一
月
一
日
（
金
）
〜
四
日
（
振
休
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

テ
ー
マ
②

「
表
現
さ
れ
た
様
々
な
『
能
登
』」

石
川
県
能
登
地
方
は
日
本
海
に
突
き
出
た
半
島
で
あ
り
、

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
そ
の
地
理
的
要
因
に
よ
っ
て
古
く

よ
り
海
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
海
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
風
土
や
、
そ
の
豊
か
な

自
然
景
観
は
多
く
の
作
家
を
魅
了
し
、
こ
れ
ま
で
「
能
登
」

を
題
材
に
し
て
風
景
や
人
々
と
い
っ
た
多
く
の
作
品
が
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
平
成
七
年
の
開
館
以
降
、「
能
登
に
ゆ
か
り

の
あ
る
美
術
品
の
収
集
」
を
行
っ
て
き
た
事
も
あ
り
、
能

登
を
テ
ー
マ
に
し
た
多
く
の
作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
美
術
工
芸
品
に
表
現
さ
れ
た

様
々
な
形
の
能
登
を
絵
画
な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◇
観
　
覧
　
料
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大
高
生

一
　
般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個
　
人

団
　
体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

能
登
地
方
に
関
連
の
あ
る
様
々
な
美
術
工
芸
品
を
紹
介

す
る
「
能
登
ゆ
か
り
の
作
品
展
」
で
す
。

八
回
目
と
な
る
今
回
は
次
の
二
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
①

「『
山
の
寺
寺
院
群
』
の
文
化
財
」

「
山
の
寺
寺
院
群
」
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
能

登
国
の
国
主
と
な
っ
た
前
田
利
家
が
、
小
丸
山
築
城
に
伴

な
う
七
尾
の
城
下
町
整
備
の
一
環
と
し
て
、
小
島
、
法
華

谷
の
地
に
寺
院
を
配
置
さ
せ
た
の
が
そ
の
起
こ
り
と
い
わ

れ
ま
す
。

現
在
、「
山
の
寺
寺
院
群
」
は
十
六
箇
寺
が
同
地
に
存

在
し
、
七
尾
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と

共
に
、
古
い
歴
史
を
持
つ
各
寺
院
に
は
多
く
の
優
れ
た
文

化
財
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
も
い
よ

い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
が
、
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
前
田
利
家
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
「
山
の
寺
寺
院
群
」
が

所
蔵
す
る
各
作
品
・
史
料
な
ど
を
指
定
文
化
財
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

能
登
ゆ
か
り
の
作
品
展
8

〜「
山
の
寺
寺
院
群
」
の
文
化
財
〜

〜
表
現
さ
れ
た
様
々
な
「
能
登
」〜

十
一
月
九
日
（
土
）
〜
十
二
月
二
十
二
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

重文「刺繍阿弥陀三尊像」（西念寺蔵）

「朔風能登」（部分）水道秋聖（当館蔵）

昨年の七尾市美術展覧会風景



北
陸
で
は
最
古
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
北
国
写
真
展
で

す
。
県
内
外
の
写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た

作
品
か
ら
、
全
入
賞
作
品
と
入
選
・
無
鑑
査
・
審
査
委
員

の
作
を
抜
粋
し
て
展
示
し
ま
す
。
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社

後
　
援

石
川
県
・
北
陸
三
県
カ
メ
ラ
商
組
合
・

ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

中
山
吉
郎

@
〇
七
六
七
（
五
七
）
一
三
四
八

4

石
川
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

能
登
地
区
美
術
展

十
一
月
十
二
日
（
火
）
〜
十
四
日
（
木
）

但
し
、
初
日
は
正
午
か
ら

最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で

能
登
地
区
の
高
校
生
の
展
覧
会
で
す
。
美
術
部
・
写
真

部
・
書
道
部
の
作
品
百
五
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
内
的
必

然
性
に
基
づ
く
こ
と
、
追
求
す
る
ま
な
ざ
し
の
堆
積
で
あ

る
こ
と
、
形
式
化
し
な
い
こ
と
を
指
標
と
し
て
制
作
し
て

い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

石
川
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
・

石
川
県
教
育
委
員
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会

連
絡
先

川
崎
　
輝

@
〇
七
六
七
（
五
九
）
一
〇
六
八

「
写
団
の
と
」
十
周
年
記
念
写
真
展

十
一
月
十
五
日
（
金
）
〜
十
七
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
五
十
分
ま
で

写
真
家
の
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
十
周
年
記
念
展

で
す
。
今
回
は
能
登
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
直
そ
う
と
云
う

こ
と
で
「
能
登
を
題
材
」
に
し
た
作
品
を
展
示
発
表
し
ま

す
。
又
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
全
国
へ
向
け
て
発
信
の

予
定
で
す
。
会
員
の
感
性
で
発
表
す
る
能
登
を
是
非
ご
覧

下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

写
団
の
と

後
　
援

七
尾
美
術
作
家
協
会
・
七
尾
市
文
化
協
会
・

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

橋
本
義
則

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
三
〇
一
一

第
七
回
洋
画
展
N
O
T
O

十
一
月
二
十
日
（
水
）
〜
二
十
四
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

今
一
度
、
創
作
の
原
点
に
立
ち
帰
り
、
明
日
の
絵
画
の

創
作
を
目
ざ
し
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
会
派
を
超
え
て

研
究
発
表
す
る
能
登
地
区
在
住
の
俊
英
十
一
名
に
よ
る
洋

画
の
大
作
展
。
今
回
は
会
員
全
員
が
`
能
登
a
を
テ
ー
マ

に
し
た
試
作
品
も
展
示
致
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

洋
画
展
N
O
T
O

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

大
地
　
統

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
二
〇
七

七
尾
能
面
展
二
〇
〇
二

十
一
月
二
十
七
日
（
水
）
〜
十
二
月
一
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
一
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

能
面
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
能
面
打
ち
同
好
の
諸
氏

十
二
人
が
相
寄
り
、
各
自
制
作
し
た
能
面
約
六
十
面
を
展

示
し
ま
す
。
能
面
が
出
来
る
ま
で
の
解
説
等
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
能
面
を
身
近
に
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

共
　
催

面
匠
会
・
能
面
面
打
同
好
会

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金
沢
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

森
多
雪
山

@
〇
七
六
七
（
二
二
）
一
二
〇
七

第
五
十
九
回
北
國
写
真
展
七
尾
展

十
二
月
六
日
（
金
）
〜
八
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
覧
会
案
内

第
十
四
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
特
別
講
演
会

十
月
十
四
日
（
月
・
祝
）

開
演
　
午
後
二
時

今
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
実
行
委
員
長
で

も
あ
る
末
盛
氏
を
講
師
に
迎
え
て
の
講
演
会
で
す
。

演
　
題
　
　
「
本
は
美
し
い
宝
の
山

〜
出
版
を
通
し
て
語
り
た
い
こ
と
〜
」

講
　
師

末
盛
千
枝
子
氏
（
す
え
も
り
ブ
ッ
ク
ス
代
表
・

JB
B
Y

（
社
団
法
人
日
本
国
際
児
童
図
書
評
議
会
）
副
会
長
）

入
場
料

無
料

※
聴
講
の
方
、
先
着
百
五
十
名
に
「
２
０
０
２

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
絵
葉
書
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

主
　
催

ま
な
び
ピ
ア
石
川
２
０
０
２
in
な
な
お

実
行
委
員
会

連
絡
先

七
尾
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
三
六
六
一

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内



年
に
一
回
開
か
れ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
幼
児
か
ら

大
人
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
演
奏
し
ま
す
。
去

年
に
ひ
き
続
き
ピ
ア
ノ
三
重
奏
の
演
奏
、
ま
た
今
回
は
、

親
子
、
兄
弟
で
六
手
連
弾
も
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

干
場
一
葉
門
下
生

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

干
場
一
葉

@
〇
七
六
七
（
七
四
）
一
三
五
二

十
二
月
二
十
一
日
（
土
）

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分

子
供
か
ら
大
人
に
よ
る
、
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
今
年

は
利
家
と
ま
つ
の
テ
ー
マ
曲
「
颯
流
」
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

歌
の
ゲ
ス
ト
出
演
や
講
師
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
も
、
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

後
　
援

㈱
河
合
楽
器
製
作
所

連
絡
先

井
藤
真
理

@
〇
七
六
七
（
五
八
）
一
三
五
五

十
二
月
二
十
二
日
（
日
）

開
演
　
午
後
六
時
三
十
分

僕
ら
サ
ム
シ
ン
グ
エ
ル
ス
は
、
三
人
の
声
と
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
大
切
に
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

今
回
は
思
い
出
深
い
七
尾
で
ラ
イ
ブ
が
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
メ
ン
バ
ー
三
人
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

入
場
料

四
、
二
〇
〇
円

共
　
催

エ
フ
エ
ム
石
川
・
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

後
援
・
連
絡
先

Ｆ
Ｏ
Ｂ
企
画

@
〇
七
六
（
二
三
二
）
二
四
二
四

十
一
月
二
日
（
土
）

開
演
　
午
前
九
時

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
会
員
の
生
徒
六
名
を
対
象
と

し
た
公
開
レ
ッ
ス
ン
及
び
、
Ｑ
&
Ａ
。
能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス

ナ
ー
会
会
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
市
文
化
協
会

共
　
催

七
尾
市
教
育
委
員
会

後
　
援

北
國
新
聞
社

主
管
・
連
絡
先

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会

@
〇
七
六
七
（
五
二
）
三
〇
三
九

十
一
月
三
日
（
日
・
祝
）

開
演
　
午
後
三
時

演
　
題
　
「
日
韓
親
善
の
た
め
の
文
化
交
流
」

講
　
師

李
　
炳
鐸
（
イ
・
ピ
ョ
ン
タ
ク
）
氏

金
泉
文
化
院
理
事

金
泉
詩
友
会
監
査
委
員

入
場
料

無
料

共
　
催

七
尾
市
文
化
協
会
・
七
尾
市
国
際
交
流
協
会

連
絡
先

七
尾
市
文
化
協
会
事
務
局

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
五
九
六

十
一
月
十
日
（
日
）

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
か
ら
母
子
、
先
生
、
お
友
達
と
の
連
弾
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
２
ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
の
連
弾

で
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

卜
部
啓
子
門
下
生

5

第
十
一
回
七
尾
市
民
文
化
祭
　
第
六
回
辻
井
雅
子
公
開
レ
ッ
ス
ン

後
　
援

平
田
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

連
絡
先

卜
部
啓
子

@
〇
七
六
七
（
六
八
）
六
二
三
五

十
一
月
十
七
日
（
日
）

開
演
　
午
後
一
時

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
ソ
ロ
を
は
じ
め
、
親
子
連
弾

や
高
校
生
に
よ
る
ハ
モ
ネ
プ
な
ど
、
楽
し
い
事
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
発
表
会
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

リ
ト
ル
・
ウ
イ
ン
グ

後
　
援

㈱
開
進
堂
楽
器
・
㈱
河
合
楽
器
製
作
所

連
絡
先

前
田
ゆ
か
り

@
〇
七
六
七
（
五
二
）
九
九
四
三

十
二
月
一
日
（
日
）

開
演
　
午
後
二
時

ピ
ア
ノ
の
独
奏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
回
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
音
楽
を
テ
ー
マ
と
し
、
ド
イ
ツ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー

な
ど
の
国
々
を
代
表
す
る
作
曲
者
の
作
品
を
演
奏
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

入
場
料

大
人
一
、〇
〇
〇
円
小
学
生
以
下
七
〇
〇
円

主
　
催

ア
ル
ブ
ル

後
　
援

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
同
窓
会
・
北
國

新
聞
社
・
北
陸
放
送
・
ラ
ジ
オ
な
な
お
・

㈱
開
進
堂
楽
器
・
㈱
河
合
楽
器
製
作
所

連
絡
先

谷
　
栄
美

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
一
一
二
四

十
二
月
八
日
（
日
）

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分

リ
ト
ル
・
ウ
イ
ン
グ
音
楽
会

国
際
親
善
講
演
会

卜
部
啓
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

第
四
回

ア
ル
ブ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

第
七
回
　
干
場
一
葉
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

サ
ム
シ
ン
グ
エ
ル
ス
コ
ン
サ
ー
ト



6

あ
っ
た
と
さ
れ
、
室
町
時
代
の
大
画
家
で
あ
る
雪
舟
の
弟

子
・
等
春
が
能
登
に
一
定
期
間
逗
留
し
た
折
り
に
そ
の
教

え
を
受
け
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
感
性
豊
か
な

養
父
・
道
浄
よ
り
等
伯
は
絵
を
学
ん
で
画
家
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
の
で
あ
り
、
絵
師
・
等
伯
の
誕
生
に
は
養
父
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
実
際
に
等
伯

若
年
時
の
作
品
の
数
点
に
「
宗
清
」
印
や
「
道
浄
」
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
晩
年
、
等
伯
は
「
自
雪
舟
五
代
」

を
宣
言
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
等
春
よ
り
学
ん
だ
養
父
の

存
在
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
養
母
で
す
が
法

名
が
「
妙
相
」
と
い
う
人
で
し
た
。

養
父
母
に
つ
い
て
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
相

次
い
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
も
あ
っ
て
等
伯
は

上
洛
の
決
心
を
固
め
た
と
さ
れ
、
同
年
の
内
に
京
都
へ
向

か
っ
て
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
家
の
菩
提
寺
は
長
壽
寺
（
七
尾
市
）
で
あ
り
、

同
寺
に
は
か
つ
て
長
谷
川
家
の
墓
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

等
伯
は
七
尾
在
住
時
に
結
婚
し
て
い
ま
す
。
相
手
は
法

名
を
「
妙
浄
」
と
い
う
人
で
、
恐
ら
く
同
じ
能
登
の
出
身

で
し
ょ
う
。
等
伯
三
十
歳
時
に
は
長
男
・
久
蔵
が
誕
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
に
は
結
婚
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
上
洛
時
、
妙
浄
は
等
伯
と
三

歳
に
な
る
息
子
・
久
蔵
と
行
動
を
共
に
し
て
京
都
へ
旅
立

っ
て
い
ま
す
。

上
洛
後
五
十
歳
頃
ま
で
の
等
伯
の
行
動
は
不
明
点
が
多

く
詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
異
郷
の
地
で
の
活
動

は
何
か
と
心
細
く
、
苦
労
も
多
か
っ
た
の
は
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。
恐
ら
く
等
伯
と
妙
浄
は
力
を
合
わ
せ
て
労
苦

を
乗
り
越
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

妙
浄
は
等
伯
と
の
間
に
長
男
・
久
蔵
と
次
男
・
宗
宅
の

二
人
の
子
を
生
み
ま
し
た
。
そ
し
て
天
正
七
年
（
一
五
七

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

長
谷
川
等
伯
に
は
久
蔵
・
宗
宅
・
宗
也
・
左
近
の
四
人

の
息
子
が
い
た
と
い
う
事
は
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。
四
人
と
も
絵
師
と
し
て
等
伯
と
共
に
、
或
い
は
等
伯

の
跡
を
継
い
で
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
等
伯
に
は
他
に
ど
ん
な
家
族
が
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
等
伯
の
家
族
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。等

伯
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
能
登
七
尾
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
父
親
は
奥
村
文
之
丞
宗
道
と
い
う
人
で
、
当

時
（
室
町
時
代
後
期
）
能
登
国
を
統
治
し
て
い
た
戦
国
大

名
能
登
畠
山
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
い
わ
れ
ま
す
。
但
し
、

史
料
に
は
宗
道
の
父
親
が
奥
村
宅
之
丞
元
道
と
い
う
人

で
、
等
伯
の
ゆ
か
り
に
宗
以
入
道
と
い
う
人
が
い
た
と
の

記
載
は
あ
り
ま
す
が
、
宗
道
が
畠
山
家
中
で
ど
の
程
度
の

地
位
に
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
様
な
生
涯
を
送
っ
た
か
に
つ

い
て
は
判
然
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
生
母
に
つ
い
て

は
「
妙
祐
」
と
い
う
法
名
の
み
が
伝
わ
り
ま
す
。

等
伯
の
実
家
・
奥
村
家
の
菩
提
寺
は
本
延
寺（
七
尾
市
）

で
あ
り
、
同
寺
に
は
等
伯
が
彩
色
し
た
「
日
蓮
聖
人
坐
像
」

な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

等
伯
は
そ
の
後
、
長
谷
川
宗
清
の
養
子
と
な
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。
宗
清
は
法
名
を
「
道
浄
」
と
い
い
、
七
尾
城
下

で
染
色
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
長
谷
川
家
へ
の
養
子
に

つ
い
て
は
等
伯
の
実
父
・
宗
道
の
縁
者
で
染
色
業
の
奥
村

文
次
が
仲
介
役
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

宗
清
は
染
色
業
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
書
画
に
も
堪
能
で

等
伯
に
ま
つ
わ
る
人
々
（
そ
の
三
）

〜
等
伯
の
家
族
に
つ
い
て
①
〜

等
伯
コ
ー
ナ
ー

◆◆◆◆

等
伯
の
両
親

◆◆◆◆

等
伯
の
二
人
の
妻

九
）、
等
伯
四
十
一
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
妙
浄
が
没
し
て
十
年
後
の
天
正
十
七
年
、
等
伯

は
再
婚
し
て
い
ま
す
。
後
妻
は
法
名
を
「
妙
清
」
と
い
い
、

時
に
等
伯
は
五
十
一
歳
、
妙
清
は
三
十
歳
で
し
た
。

妙
清
は
等
伯
と
親
交
の
あ
っ
た
本
法
寺
住
職
・
日
通
上

人
の
母
・
妙
法
の
姉
妹
・
妙
福
の
娘
だ
と
さ
れ
、
日
通
上

人
と
同
じ
く
堺
の
出
身
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

等
伯
五
十
歳
代
は
最
も
画
技
に
磨
き
が
か
か
っ
た
時
期

で
「
楓
図
」（
京
都
・
智
積
院
蔵
、
国
宝
）、「
松
林
図
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
国
宝
）
な
ど
等
伯
の
代
表
作
が

描
か
れ
る
一
方
で
、
長
男
・
久
蔵
や
、
最
大
の
理
解
者
・

千
利
休
が
亡
く
な
る
な
ど
激
動
の
時
期
で
し
た
。
妙
清
は

そ
の
激
し
く
翻
弄
さ
れ
る
等
伯
を
常
に
支
え
て
い
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）、
等
伯
は
朝
廷
よ
り
法
橋
の

位
を
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
年
、
妙
清
は
亡
く
な
り
ま
し

た
。
享
年
は
四
十
五
歳
と
い
わ
れ
、
等
伯
と
の
間
に
は
三

男
・
宗
也
、
四
男
・
左
近
を
生
ん
で
い
ま
す
。

（
続
）

七尾城跡（七尾市古府町・古屋敷町・竹町）
七尾城は室町時代に能登国を統治した能登畠山氏の居城です。
長谷川等伯の実家・奥村氏はこの能登畠山氏の家臣であったと
いわれます。

◆
参
考
資
料

長
谷
川
等
伯
研
究
　
土
居
次
義
著
　
講
談
社

桃
山
絵
画
研
究
　
　
山
根
有
三
著
　
中
央
公
論
美
術
出
版



7

昨
年
大
好
評
を
得
ま
し
た
木
彫
講
座
「
子
ど
も
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
誕
生
！
」
に
引
き
続
き
、
今
年
も
開
催
し
ま
し
た

「
子
ど
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生
Ⅱ
」。
美
術
館
を
創
造
活
動

の
場
、
ふ
れ
あ
い
空
間
の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
企
画
で
す
。

講
師
は
昨
年
と
同
じ
く
、
工
芸
家
の
瀧
川
千
春
先
生
に

お
願
い
し
、
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
六
日

間
に
わ
た
り
、
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
一
年
生
ま
で
の
計

二
十
六
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
の
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
、
途
中
休
憩
を
は

さ
み
な
が
ら
の
二
時
間
半
で
す
。

野
外
広
場
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
の
下
に
集
合
し
、
道
具

の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
る
と
、
い
よ
い
よ
制
作
に
か
か

り
ま
す
。
ま
ず
、
ど
う
い
う
形
に
す
る
か
を
考
え
て
、
山

積
に
さ
れ
た
太
い
丸
太
や
木
切
れ
の
中
か
ら
材
料
と
な
る

も
の
を
選
び
出
し
、
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

た
て
な
ど
に
変
身
さ
せ
ま
す
。

頭
の
中
の
完
成
図
を
ど
う
や
っ
て
形
に
す
る
か
、
瀧
川

先
生
に
相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。
ノ
ミ
や
彫
刻

刀
、
か
ん
な
、
の
こ
ぎ
り
な
ど
数
種
の
道
具
を
使
い
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
削
っ
た
り
色
を
塗
っ
た
り
。
電
動
ノ
ミ
な

ど
の
見
た
こ
と
の
な
い
道
具
に
み
ん
な
は
興
味
津
々
の
様

子
で
し
た
が
、
見
て
い
る
職
員
は
怪
我
を
し
な
い
か
と
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
。
大
き
な

木
を
切
る
の
は
先

生
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
中

川
さ
ん
、
堂
脇
さ

ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
作
業
が

進
む
に
つ
れ
ど
ん

ど
ん
ア
イ
デ
ィ
ア

も
わ
い
て
き
て
み

ん
な
の
注
文
も
難

し
く
な
っ
て
き
ま

す
。熱

中
し
て
根
を
詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
休
憩
時
間
に

は
ア
イ
ス
や
ス
イ
カ
を
食
べ
て
一
休
み
。

夏
の
炎
天
下
の
野
外
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
の
下
で
汗
を

か
き
な
が
ら
の
と
て
も
ハ
ー
ド
な
作
業
で
し
た
が
、
魚
や

木
の
葉
、
う
さ
ぎ
や
お
化
け
な
ど
、
思
い
思
い
の
テ
ー
ブ

ル
や
イ
ス
が
で
き
あ
が
る
と
、
各
々
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
て
使
い
心
地
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

後
半
に
は
美
術
館
で
職
場
体
験
中
だ
っ
た
男
子
中
学
生

も
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
制
作
の
様
子
は
速
報
と
し
て
、
毎
日
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載
し
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。

頭
の
中
で
想
像
し
た
と
お
り
の
作
品
に
仕
上
が
っ
た
か

ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
考
え
た
も
の
が
形
に
な
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

回
残
念
な
が
ら
定
員
オ
ー
バ
ー
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
お
友
達
！
当
館
で
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ね
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
特
別
企
画

子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
参
加
費
無
料
】

◇
「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」

日
時
　
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
会
期
中

毎
週
土
・
日
曜
日
　
午
後
二
時
か
ら

対
象
　
四
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
各
日
　
十
名
（
要
申
し
込
み
）

会
場
　
一
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー

◇
「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
ア
ー
ト
の
世
界
」

日
時
　
十
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら

対
象
　
小
学
四
年
生
〜
中
学
生

定
員
　
各
日
　
二
十
名
（
要
申
し
込
み
）

会
場
　
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

29
cm
×
30
cm
×
5.7
cm
の
木
製
の
箱
の
中
に
自
分

の
好
き
な
も
の
を
並
べ
た
り
、
貼
り
付
け
た
り

し
て
素
敵
な
空
間
を
作
り
出
そ
う
！

◇
子
ど
も
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】

日
時
　
十
月
十
二
日
（
土
）
・
二
十
六
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら

デ
ィ
ズ
ニ
ー
短
編
ア
ニ
メ
他

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

◇
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】

日
時
　
十
一
月
九
日
（
土
）
・
二
十
三
日
（
土
）
・

十
二
月
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら

「
桃
山
　
金
箔
乱
調
の
美
」（
約
三
十
分
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

石
川
県
七
尾
美
術
館

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇



◆第１・２・３展示室

◆第２展示室

「石川県ゆかりの作家たち」
―現代の女流作家たち（仮称）―

毎年この時期に開催している企画展「石川県ゆかりの作家たち」では、主に現在活躍中の作家に注目して展示を
行ってきました。
そして本年のテーマですが、「女流作家」に焦点を当てて個性豊かな作品を紹介予定です。

平成15年３月１日（土）～４月13日（日）

（10月～12月）

◆10月　28～31

◆11月　5～8、11、18、25

◆12月　2、9、16、23～31

「 冬 季 ・ 所 蔵 品 展 」
―織部の魅力―／―選ばれたモチーフ―／―石川県の彫刻家―

第１展示室では、七尾市の名誉市民でもある池田文夫氏が生前に収集した「池田コ
レクション」より、織部焼の優品を紹介します。また、第２展示室では、それぞれの
モチーフに焦点をあて、絵画や工芸を展示し、第３展示室では、石川県にゆかりのあ
る彫刻家の作品を紹介します。

平成15年１月４日（土）～２月23日（日）

◆第１展示室

「 春 季 ・ 名 品 展 」
―茶道美術品を中心に―

当館所蔵品の中核をなしている「池田コレクション」より茶道美術品
を中心に各作品を展示予定です。

平成15年３月１日（土）～４月13日（日）

「茶碗 銘千鶴万亀」 川上不白

「青織部南蛮人物燭台」

石川県七尾美術館だより 第31号（秋号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

◎次号・第32号（冬号）は１月４日発行予定です。

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約1時間30分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒　　歩…JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約6分


